
FA(ファクトリーオートメーション)
向けアルミプロファイル大手のSUS
(エスユウエス)株式会社(静岡県静岡
市、社長：石田 保夫氏)は、創業30周
年の節目を迎える本年、総合アルミプ
ロダクトメーカーとして更なる飛躍を
目指す新たな第一歩として、このほど
北陸3県の製造・営業拠点である「iDs
hop金沢」を移転・拡張し、3月30日
に竣工式を執り行い、4月15日より本
格的に稼働を開始した。

同社は1992年創業以来、一貫して
アルミ素材と向き合い、その可能性を
広げ、自動車、半導体、食品加工から
物流に至るまでの様々な産業分野の自
動化・省力化を支えるアルミプロダク
トの開発・提供に取り組んできた。
近年では、単に個々の製品提供にと

どまらず、それらを組み合わせたソリュー

ション提案により、取引先の様々な課
題解決を後押しするなど、現場の電動
化や IoT化を簡単・低コストで実現す
る独自のコントローラなどもラインアッ
プし、多方面からのサポートを行って
いる。
さらに、建築用アルミ構造材や建材、

ハウジング製品の開発・生産、DIYニー
ズに対応するホームセンターでの店頭
販売なども進め、FA事業にとどまら
ない新たな市場開拓にも積極的に乗り
出している。
SUSは、これら製品・サービスの開

発を進める一方、生産現場の国内回帰
需要、工場の自動化・省人化ニーズに
より細やかに対応すべく、国内各地の
拠点整備と供給網の拡充も推進してき
た。
今回の移転にあたり「金沢テクノパー

ク」(金沢市北陽台)にて竣工した「iD
shop金沢」もそのための重要拠点とな
る。新たな拠点では、建屋の延べ床面
積を移転前の4倍となる約1600㎡に拡
大し、供給能力も従来の4倍に引き上
げる。

さらに、2024年春に予定されてい
る北陸新幹線延伸を追い風に、一段と
進出・集積が見込まれる製造業の工場

を中心に迅速に製品・サービスを提供
するとともに、新たな雇用を創出し、
地域産業の振興にも寄与していく。
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製造業のビジネスチャンスが見える
モノづくり最新情報サイト
じゃぱんお宝にゅ～す
https://japan.otakaranews.com

モノづくり現場の未来を見つめる
製造業応援サイト

じゃぱんお宝WEB新聞
最新情報満載！好評配信中！

創業30周年！世界のアルミプロダクトメーカー目指す

北陸の生産・営業拠点となる「iDshop金沢」竣工
金沢テクノパークに移転・拡張し、本格稼働を開始

■SUS株式会社URL→ https://www.sus.co.jp/

供給能力を
従来比4倍に


